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Information' s
くらしのおしらせみとよ
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▲

問い合わせ　環境衛生課　☎73-3007
令和2年度 三豊市エコオフィス計画実施状況お知らせ

　
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
を

目
的
と
し
て
、
三
豊
市
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
計

画
に
基
づ
き
、
市
役
所
本
庁
舎
な
ど
公
共

施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス

（
二
酸
化
炭
素
な
ど
）
の
削
減
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
を
基
準
と
し
て

令
和
12
年
度
ま
で
に
約
４
３
・
４
％
以
上

削
減
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
職
員
に
よ
る

省
エ
ネ
行
動
（
節
電
な
ど
）
の
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

お
よ
び
排
出
状
況

　
令
和
２
年
度
に
公
共
施
設
か
ら
排
出
さ

れ
た
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
は
、

１
６
，１
１
４
ｔ
-Ｃ
Ｏ
²で
あ
り
、
基
準

排
出
量
（
平
成
25
年
度
）
２
１
，6
5
３

ｔ
-Ｃ
Ｏ
²
に
対
し
て
、
2
4
・
８
%
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
排
出
源
の
構
成
は
、
電
気
使
用
に
伴
う

排
出
量
が
全
体
の
７
４
・
０
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
以
下
、
Ａ
重
油
が
１
３
・
７
％
、

灯
油
３
・
５
％
、
軽
油
２
・
７
％
、
Ｃ
Ｏ
2

以
外
の
温
室
効
果
ガ
ス
２
・
６
%
、
Ｌ
Ｐ

Ｇ
２
・
5
％
、
ガ
ソ
リ
ン
１
・
０
％
と
な

り
ま
し
た
。

　今
後
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
に

向
け
て

　
市
で
は
、
環
境
省
の
補
助
事
業
を
活
用

し
、
平
成
30
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
の
２

年
で
、
市
役
所
本
庁
舎
ほ
か
７
施
設
の
省

エ
ネ
設
備
改
修
工
事
を
行
い
、
約
50
%
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
を
達
成
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
し
て
今
後

も
公
共
施
設
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制

に
努
め
ま
す
。
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温室効果ガス総排出量推移（ｔ-CO2）

排出源構成

電気 74.0％

ガソリン1.0％
LPG2.5％

CO₂以外2.6％

軽油2.7％

灯油3.5％

Ａ重油13.7％

▲

問い合わせ　環境衛生課　☎73-3007
紙類・布類の持ち込み回収

日
時
　
3
月
27
日
（
日
）　

　
　
　
午
前
７
時
〜
９
時

場
所•

み
と
よ
未
来
創
造
館
前
駐
車
場

•
山
本
町
保
健
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場

•
市
民
セ
ン
タ
ー
三
野
前
駐
車
場

•
豊
中
支
所
前
駐
車
場

•
旧
詫
間
支
所
前
ピ
ロ
テ
ィ
、
駐
車
場

•
市
民
セ
ン
タ
ー
仁
尾
運
河
沿
い
職
員

　
駐
車
場

•
財
田
支
所
前
駐
車
場

品
目
と
出
し
方

　
新
聞
、
雑
誌
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ

ク
は
、
品
目
ご
と
に

紙
ひ
も
で
十
字
に
縛

っ
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
布
類
は
、
必
ず
透

明
ま
た
は
半
透
明
の

袋
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。

※
濡
れ
た
り
、
汚
れ

た
布
類
は
回
収
で

き
ま
せ
ん
。

空き工場・遊休地の情報を募集しています

　
市
で
は
、
経
済
・
産
業
の
活
性
化
お
よ

び
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
企
業

立
地
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
内

へ
の
進
出
を
検
討
す
る
企
業
に
、
よ
り
多

く
の
選
択
肢
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
空
き

工
場
や
遊
休
地
、
空
き
店
舗
な
ど
の
情
報

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
土
地
で
あ
れ
ば
お
お
む
ね
１
，
０
０
０

㎡
以
上
、
空
き
工
場
（
倉
庫
）、
空
き

店
舗
の
規
模
は
要
相
談
。

※
す
で
に
宅
地
建
物
取
引
業
者
な
ど
に
依

頼
し
て
い
る
場
合
は
、
事
前
に
市
へ
情

報
提
供
す
る
旨
の
了
解
を
得
て
く
だ
さ

い
。

情
報
提
供
の
方
法

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
土
地
情
報

登
録
申
込
書
」
を
産
業
政
策
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▲

問い合わせ　産業政策課　☎73-3012

コミュニティバスのダイヤを
５月に改正します

▲

問い合わせ　交通政策課　☎73-3055

お知らせ

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正

な
ど
は
例
年
４
月
に
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
令
和
４
年
度
に
つ
い
て
は
路
線
の

一
部
変
更
も
含
め
て
５
月
に
実
施
す
る

予
定
で
す
。

　
４
月
中
は
現
行
ダ
イ

ヤ
で
の
運
行
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
詳
細
は
、
広
報
み
と

よ
４
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

募集

じ
ん
け
ん
探
訪
90

企
業
と
人
権

同
和
対
策
審
議
会
答
申
（
昭
和
40
年
）

　
部
落
差
別
に
よ
る
就
職
差
別
が
貧
困
を
生
み
、
貧

困
が
進
学
を
阻
害
し
、
そ
れ
が
ま
た
貧
困
の
原
因
と

な
る
「
負
の
連
鎖
」
を
生
ん
で
き
ま
し
た
。
同
和
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
企
業
が
果
た
す
べ
き
役
割
の

一
つ
が
採
用
時
の
差
別
の
解
消
で
す
。

　
同
和
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
総
理
大
臣
の
諮

問
機
関
と
し
て
同
和
対
策
審
議
会
が
昭
和
35
年
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
答
申
で
は
、「
同
和
地
区
住
民
に

就
職
と
教
育
の
機
会
均
等
を
完
全
に
保
障
し
、
同
和

地
区
に
滞
留
す
る
停
滞
的
過
剰
人
口
を
近
代
的
な
主

要
産
業
の
生
産
過
程
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
生
活

の
安
定
と
地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
、
同
和
問
題

解
決
の
中
心
的
課
題
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
正
採
用
・
面
接
に
向
け
て

　
厚
生
労
働
省
は
採
用
選
考
に
あ
た
っ
て
、
応
募
者

の
人
権
を
尊
重
す
る
立
場
に
立
ち
、
本
人
の
適
性
と

能
力
の
み
を
基
準
に
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

　
人
種
や
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
な
ど
を
理
由

に
可
否
を
決
定
す
る
と
差
別
採
用
に
な
り
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
項
目
は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。
公
正
採
用
に
よ
っ
て
企
業
は
実
力

あ
る
人
材
を
確
保
で
き
、
社
会
的
な
信
頼
も
高
ま
り

ま
す
。
昇
進
な
ど
で
も
公
正
人
事
を
す
る
こ
と
が
会

社
へ
の
信
頼
を
強
め
ま
す
。

　
ま
た
、
面
接
に
お
い
て
「
小
学
校
名
、
中
学
校
名
」

「
名
前
の
由
来
、
母
親
の
出
身
地
」「
父
親
と
兄
弟
」

「
結
婚
の
予
定
」「
子
ど
も
が
で
き
た
ら
」
な
ど
の

質
問
は
、
本
人
の
適
性
と
は
無
関
係
な
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
・
本
人
の
自
由
に
関
す
る
内
容
で
不
適
切
な
質
問

と
な
り
ま
す
。

企
業
内
同
和
問
題
研
修
推
進
員
制
度
の
進
展

　
推
進
員
制
度
は
、
昭
和
50
年
に
起
き
た
「
部
落
地

名
総
鑑
事
件
」
を
契
機
に
同
和
対
策
審
議
会
答
申
の

趣
旨
に
沿
い
な
が
ら
次
の
よ
う
に
進
展
し
て
き
ま
し

た
。

反
省
「
部
落
関
係
者
の
排
除
を
差
別
と
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
」

決
意
「
公
正
採
用
を
企
業
の
社
会
的
責
任
と
し
て
推
進
す
る
」

実
行
「
企
業
内
同
和
問
題
研
修
推
進
員
」
制
度
（
昭
和
52
年
）

発
展
「
公
正
採
用
選
考
人
権
啓
発
推
進
員
」
制
度
（
平
成
９
年
）

企
業
戦
略
と
し
て
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企
業
の
社
会
的
責
任
）

の
視
点

　
企
業
と
し
て
の
社
会
的
責
任
は
、
①
推
進
員
の
役

割
の
明
確
化
、
②
企
業
と
人
権
（
企
業
倫
理
に
基
づ

く
社
内
体
制
、
企
業
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
活
動
）、

③
企
業
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
※
、
④
企
業
と
同
和
問
題
、

⑤
企
業
と
障
が
い
者
雇
用
、
⑥
企
業
と
在
日
外
国
人
、

⑦
企
業
と
男
女
雇
用
機
会
均
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
法
令
遵
守
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
の
徹
底
や
企

業
倫
理
に
基
づ
く
社
内
体
制
の
確
立
な
ど
人
権
に
目

を
向
け
る
こ
と
で
、
新
た
な
人
権
問
題
へ
の
対
応
、

企
業
の
海
外
進
出
、
国
内
外
の
外
国
人
労
働
者
と
の

関
係
性
が
良
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

人
を
大
切
に
す
る
企
業
は
、
従
業
員
が
働
き
や
す
く

能
力
を
発
揮
し
や
す
い
、
顧
客
や
取
引
先
か
ら
の
評

価
が
高
ま
る
、
社
会
的
評
価
が
高
ま
り
業
績
も
上
が

る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　▼
問
い
合
わ
せ
　
人
権
課
　
☎
73
・
３
０
０
８

くらし

※LGBTQとは…レズビアン（L）、 ゲイ（G）、 バイセクシュアル（B）、 トランスジェンダー（T）、 クエスチョニング（Q）の頭文字


